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「総合農学」で未来を変える

●農学部／農学科、動物科学科、生
物資源開発学科、デザイン農学科

●応用生物科学部／農芸化学科、醸
造科学科、食品安全健康学科、栄
養科学科

●生命科学部／バイオサイエンス学
科、分子生命化学科、分子微生物
学科

●地域環境科学部／森林総合科学
科、生産環境工学科、造園科学科、
地域創成科学科

●国際食料情報学部／国際農業開発
学科、食料環境経済学科、アグリ
ビジネス学科、国際食農科学科

●生物産業学部／北方圏農学科、海
洋水産学科、食香粧化学科、自然
資源経営学科

URL

　東京農業大学では、就職や進学など、学生が選択した進路に
対して、キャリアセンターと学科、研究室が三位一体となって一人
ひとりを指導する体制を整えています。キャリアセンターでは、就
職支援プログラムやキャリアデザイン講座など、1、2年次から参
加できる多彩なプログラムを用意。早期からさまざまな知識を身に
つけ、就職に対する意識づけを行います。また、企業・団体から
の求人は、学科指定で大学に寄せられるケースも多いため、各学
科では卒業生の就職データや就職傾向情報などをガイダンスで提
供しています。Uターン就職希望者も多く、全国にある会員数18
万人以上の校友会支部に就職担当者を配置。就職活動をバック
アップしています。
　一般企業への就職対策はもちろんのこと、教員や公務員を目指
す学生への対策も充実しています。
対策セミナーをはじめ、採用試験に向
けてきめ細かな支援体制を整えてお
り、過去3年間で約750人が公務員
や教員の採用試験に合格しています。

　自然・社会科学についての6学部23学科を擁する東京農業大
学。21世紀の人類が直面している生命・食料・環境、健康、
エネルギー、地域創生などの課題を解決する教育・研究に取り組
んでいます。社会人が評価する「実学教育が充実している大学」
ランキングでは、全国私立大で第9位に選ばれるなど、実学を重
視したカリキュラムが特徴です。また、3年次からの研究室活動で
は、追究したい研究テーマを深めていくほか、共同作業を通じて
協調性やマナーを養うなど、社会で必要な人間性を磨く場にもなっ
ています。
　実学主義の教育・研究の下で専門性を磨いた卒業生は、社会
のさまざまな分野で活躍しています。就職実績も良く、学生一人
当たりの求人件数は全国平均の約3.8倍。特に人気がある食品
業界への実就職率は全国第2位、全国私立大第1位です。この他、
「2023年実就職率　学部系統別編（農
学系）」では、応用生物科学部が全国私
立大で第4位、生物産業学部が第9位と
なっています。

●一般選抜A日程の成績優秀者を対象に、1年間の授業料を全額免除。選考人数は入学定員（各学科
の学年ごとの定員）の3％以内です。

●一般選抜A日程の試験は3日間。受験日自由選択制です。同じ学科を3日間受験することも可能です。
また、一般選抜では学部学科併願制を導入。1日の受験で複数学科に出願できます。

東京農業大学
https://www.nodai.ac.jp/
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地域貢献に積極的な大学 社　東京私立大第６位 2023年管理栄養士
国家試験合格率（新卒） 　東京私立大第２位
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第 位3東 京

　生命や食料、環境、健康、エネルギー分野の課題
解決に向けて、生物系の総合大学として国際的な教育
研究・協力活動を行っています。海外協定校は、アメ
リカやカナダ、オーストラリア、インドネシア、ペルー、
オランダなど32か国・地域の44校。協定校では、農
業実習や語学研修など、充実したプログラムを実施し
ています。

国際交流
Information

　2023年5月、東京農業大の叡智を世界に発信する
『NODAI FLAGSHIP』となる「国際センター」が誕生。
国内外のグローバルリーダー育成の拠点を目指してい
ます。この他、都市型メインキャンパスである世田谷キャ
ンパスには、4学部15学科87研究室が集う、東京23区
最大級の新研究棟「農大サイエンスポート」や、「情報教
育センター」「生物資源ゲノム解析センター」などを設
置。施設の充実により、さらなる「農」の進化に挑みます。

国際センターが完成
Information

国際センター


